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１．南光川の雨水排水機能の維
持について

【佐藤幸雄議員】南光台第一町内会では、南光

川水路の清掃活動

において、町内会費

を活用し、参加者へ

の労いとしてクオカード

等をお渡している。

このような経費は、

町内会が負担すべきものなのか。

また、作業時の万が一の事故に備え、安全面の補

償についても課題がある。

また、⾧年にわたり取り組んでまいりました水路の清

掃について、近年は共働き世帯の増加により担い

手の確保が非常に難しくなっている。

現在も高齢の方々が中心となって作業を続けてく

ださっていますが、梯子（はしご）を使用するなど

危険を伴う作業も多く、今後は清掃活動の継続

が極めて難しい状況になると感じる。

また、南光川は設置されてからすでに５０年以

上が経過しており老朽化が深刻である。

これまでのように補修による対応では限界があり、

今後の維持管理はますます困難になると考える。

こうした状況も含め、将来にわたって安定した*¹雨

水排水機能を確保するためにも、担い手の確保に

加え、計画的な水路の改修が必要であると私は

考えるが、この地域に詳しい高橋副市⾧に具体的

な対応について伺う。

＊中面につづく

一人の声を
市政に
つなぎます

【高橋副市⾧】南光台地域の団体の皆様には、

水路の清掃に尽力

いただき、心より

感謝申し上げる。

水路の清掃活動

について、作業の

安全性や担い手の確保といった課題があり、安全

性向上のためにはそのための具体策、あるいは保

険による補償など、地域の皆様と丁寧に話し合い

ながら、検討を進めていきたい。

また、老朽化への対応についても、定期的なパト

ロールや点検による不具合の速やかな修繕に加え、

今後、新たに施設の健全性の評価を行い、その結

果を踏まえながら必要な対策を講じてまいりたいと

考えている。

これらの施策を進めながら、雨水施設の排水機能

を維持し、市民の皆様の安全安心な暮らしを確

保してまいりたい。

令和７年第４回定例会に提出された議案件数は条例案件が１０件、その他案件が１６件、追加補正予
算案が４件の合計３０件が１２月１７日に可決成立!

追加補正予算 合計 １１１億６，４００百万円 （令和７年度 第４回定例会補正予算案の概要 仙台市公式ホームページより）

ホームページQRコード

南光台第一町内会 清掃活動
（泉区南光川）１１月８日

*¹雨水排水機能とは、雨水を適切に処理し環境を守る
ための重要なシステム。
雨水は、私設雨水ますや道路の側溝から公共雨水ます
に集められ、雨水管を通って速やかに排水される。

雨水管は、地上に小河川のような水路として設けられ
る場合と、地下に設けられる場合がある。雨水管の高
さよりも放流先の河川や海の水位が高い場合は、ポン
プ場を設置して、強制的に排水する必要がある。



３．ごみ集積所の安全対策につ
いて

【佐藤幸雄議員】３月２６日（水）仙台市内

では最大瞬間風速が２８．５ｍ/S（メートル

毎秒）の暴風を記録した。

南光台一丁目周辺においても、強風により重厚

（鉄製）のごみ集積箱が飛ばされ駐車場の車に

接触し被害が発生した。

残念ながら本市では、ごみ集積所の管理について

は仙台市の管轄ではないため、環境整備に尽力

している町内会への支援が無い状況である。

しかしながら、他都市の制度を調査してみると、町

内会や自治会が管理する「ごみ集積所」が災害

等で被害を受けた場合、修理や再設置費用の

助成制度が実施されている都市もある。

つきましては、「ごみ集積所」における「助成制度

や保障のあり方」等の要望書を提出したことに対

して、現在の取り組み状況について伺う。

【家庭ごみ減量課⾧】仙台市では、現在、ごみ集

積所や附属する工作物の管理不足などが原因で、

人や物に損害を与えた場合に補償する保険制度

には加入していない状況である。

損害時の保険制度に関しては、ごみ集積所の維

持・管理に協力いただいている地域の皆さまが安

心して活動できるよう、他都市の保険加入の状

況や内容、保険引受の可能性を調査し、検討を

進めてまいりたい。

２．市民が公共交通の維持を考
えるための取り組みについて

【佐藤幸雄議員】市民の移動手段の確保は、極

めて重要な課題である。

市民の皆さまに、現在の公共交通の実情を理解

いただくため、これまで以上に積極的な情報発信

に努めていくことをお願いしたい。

また、市民の皆さまが公共交通の維持について真

剣に考えるきっかけを創出していただきたい。

今後の取り組みの決意を伺う。

【高橋副市⾧】仙台市ではこれまで、多くの市民

の皆様に公共交通に対する理解と利用を促すた

めの、交通フェスタによるＰＲのほか、転入者への

公共交通に関する情報提供や*²仙台MaaSの推

進などの取り組みを進めてきた。

また、交通局においては、経営状況の見える化を

目指した情報発信とともに、企画乗車券や小児

運賃無償化の実証事業など、利便性向上と利

用促進に係る各般の取組みを進めている。

引き続き、公共交通を取り巻く現状について、積

極的かつ効果的な情報発信に努めながら、市民

の皆様の更なる利用促進に向けて、鋭意、取り

組んでまいりたい。

日々の活動

泉区総合防災訓練
（泉区北中山小学校）９月２７日

第４５回 南光台学区民大運動会
（南光台小学校）９月２８日

第３２回 仙台市私立幼稚園教育振興大会
（仙台市太白区文化センター）１０月９日

南光台市民センターまつり
（泉区南光台市民センター）１０月１１日

仙台市議会 市民教育委員会
（坂戸市 民間プール事業 視察）１０月２８日

デジタル文化財ミュージアム 会派視察
（東京都 TOPPAN小石川本社） １１月７日

仙台市議会 市民教育委員会
（横浜市 火災調査 視察）１０月３０日

仙台市議会 市民教育委員会
（京都市 火災調査 視察）１０月２９日

仙台市泉区 戦没者慰霊祭
（仙台市泉社会福祉センター）１０月２０日
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*²仙台MaaSとは、バスや地下鉄、タクシーなどの交通
手段や施設の入館チケットを統合し、スマートフォン
やタブレットから簡単に予約・決済・管理できるシス
テムです。これは「Mobility as a Service」の略で、移
動手段の多様化と統合を目指す新しい交通サービスを
指します。仙台MaaSを利用することで、目的地まで
のルートや飲食店の検索・予約・決済を一括して行う
ことが可能になります。

～みんなで育てる地域交通のりのり事業～
地域交通の導入地区:９地区 （令和7年６月現在）

＜現状＞
地区数の増加や地域主体での利用促進
利用者数は増加しており、地域住民の買い物
・通院等の日常生活の移動を支えている
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地域交通の取り組みの状況
（乗合タクシー事業）

仙台MaaS
QRコード


